
別紙１ 

【薬効分類】２１４ 血圧降下剤 

【医薬品名】エサキセレノン 

【措置内容】以下のように使用上の注意を改めること。 

下線は変更箇所 

現行 改訂案 

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）

カリウム保持性利尿剤（スピロノラクトン、トリアムテレン、カ

ンレノ酸カリウム）、アルドステロン拮抗剤（エプレレノン）又

はカリウム製剤（塩化カリウム、グルコン酸カリウム、アスパラ

ギン酸カリウム、ヨウ化カリウム、酢酸カリウム）を投与中の患

者 

10. 相互作用

10.1 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

カリウム製剤

塩化カリウム

グルコン酸カリウム

アスパラギン酸カリウム

ヨウ化カリウム

血清カリウム値が上

昇するおそれがあ

る。

カリウム貯留作

用が増強するお

それがある。

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）

カリウム保持性利尿剤（スピロノラクトン、トリアムテレン、カ

ンレノ酸カリウム）、アルドステロン拮抗剤（エプレレノン）又

はカリウム製剤（塩化カリウム、グルコン酸カリウム、アスパラ

ギン酸カリウム、ヨウ化カリウム（放射性ヨウ素による甲状腺

の内部被曝の予防・低減に使用する場合を除く。）、酢酸カリウ

ム）を投与中の患者 

10. 相互作用

10.1 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

カリウム製剤

塩化カリウム

グルコン酸カリウム

アスパラギン酸カリウム

ヨウ化カリウム（放射性

血清カリウム値が上

昇するおそれがあ

る。

カリウム貯留作

用が増強するお

それがある。



酢酸カリウム 
 
 
 
 
10.2 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
アンジオテンシン変換酵素

阻害剤 
イミダプリル塩酸塩 
エナラプリルマレイン酸

塩等 
アンジオテンシンⅡ受容体

拮抗剤 
オルメサルタン メドキ

ソミル 
アジルサルタン 
テルミサルタン等 

アリスキレンフマル酸塩 
シクロスポリン 
タクロリムス 
ドロスピレノン配合剤 

血清カリウム値が上

昇するおそれがある

ので、血清カリウム

値をより頻回に測定

するなど十分に注意

すること。 

カリウム貯留作

用が増強するお

それがある。 

 

ヨウ素による甲状腺の内

部被曝の予防・低減に使

用する場合を除く。） 
酢酸カリウム 

 
10.2 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
アンジオテンシン変換酵素

阻害剤 
イミダプリル塩酸塩 
エナラプリルマレイン酸

塩等 
アンジオテンシンⅡ受容体

拮抗剤 
オルメサルタン メドキ

ソミル 
アジルサルタン 
テルミサルタン等 

アリスキレンフマル酸塩 
シクロスポリン 
タクロリムス 
ドロスピレノン配合剤 
ヨウ化カリウム（放射性ヨ

血清カリウム値が上

昇するおそれがある

ので、血清カリウム

値をより頻回に測定

するなど十分に注意

すること。 

カリウム貯留作

用が増強するお

それがある。 
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